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おかげさまで 社協らんざん 第100号
住民のみなさまと歩んだ33年を振り返ります

あ  い  さ  つ
　嵐山町社会福祉協議会の広報紙「社協らんざん」は第１００号を発行することができ
ました。この記念すべき節目の発行ができましたのも、これまで様々な形で支えてきて
くださった地域住民のみなさまのおかげであり、厚く御礼申し上げます。
　さて、嵐山町社会福祉協議会は、昭和６１年９月３０日に社会福祉法人として認可に
なり、新しい歩みがはじまりました。この３３年を振り返りますと、「介護保険事業」の
実施や子育て支援拠点として「おもちゃ図書館」新設から「子育てステーション嵐丸ひ
ろば」となり、また、各福祉団体への協力や各種事業の実施等、福祉環境の充実が図ら
れてきました。

　近年、少子・高齢化の進行や働き方などの生活様式の変化に伴って地域社会や家庭の様相は大きく変容し
ています。さらに、経済情勢や雇用環境の厳しさの長期化も相まって、地域における生活課題は顕在化し、
深刻の度合いを深めています。このような、今日的な地域福祉の課題を受け止め、その解決に向けた取組み
を図ることが社会福祉協議会に強く求められているところでございます。社会福祉法では、社会福祉協議会
は「地域福祉を推進する中核的な団体」として位置づけられ、誰もが住み慣れたまちで安心して暮らすこと
のできる福祉のまちづくりを使命としています。
　これからも、地域で暮らすみなさまに寄り添い、身近な存在として、引き続き地域福祉推進のための情報
を発信して参りますので、今後ともよろしくお願い致します。

会  長
荒井　忠正

第70号  平成23年１月 現在の旧なごみへ

旧
役
場
か
ら

旧
菅
谷
幼
稚
園

か
ら

第１号（裏）
第２号  昭和62年８月

第１号（表）　昭和62年１月

第24号  平成７年７月

Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
１
枚
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

Ｂ
５
サ
イ
ズ
で
発
行

現
在
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
２
色
刷
り
へ

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

社協事務所も移転しました
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第３号  昭和63年３月

第17号  平成５年４月

第80号  平成27年７月

第46号  平成14年12月第44号  平成14年４月

第92号  平成30年７月

愛
情
弁
当
サ
ー
ビ
ス
事
業

ふ
れ
あ
い
う
き
う
き
サ
ロ
ン

昭
和
61
年
か
ら
続
い
て
い
る
愛
情
弁
当
サ
ー
ビ
ス
事
業
。
愛
情

た
っ
ぷ
り
の
お
弁
当
を
た
く
さ
ん
の
方
が
作
っ
て
く
れ
て
、
た

く
さ
ん
の
利
用
者
の
み
な
さ
ま
が
美
味
し
い
笑
顔
を
受
け
取
っ

て
、
ま
ご
こ
ろ
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
が
主
役
の
サ
ロ
ン
。
み
ん
な

で
会
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
楽
し
い
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
ね
。
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嵐
丸
ひ
ろ
ば（
お
も
ち
ゃ
図
書
館
）

子
育
て
支
援
サ
ロ
ン〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
〟

第30号  平成9年７月

第72号  平成24年１月

第79号  平成27年５月

第78号  平成27年１月第50号  平成16年４月

平
成
９
年
５
月
に
開
館
し

た
お
も
ち
ゃ
図
書
館
。〝
子

供
た
ち
の
大
き
な
夢
が
豊

か
に
ふ
く
ら
む
よ
う
に
！
〟

と
願
い
23
年
。
現
在
は「
嵐

丸
ひ
ろ
ば
」
に
バ
ト
ン
を

つ
な
い
で
い
ま
す
。

平
成
15
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
〟。
今
年
の
３
月
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
子
育
て
中
の
パ

パ
や
マ
マ
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
憩
い
の
場
、
ほ
っ
と
一
息
で
き
る
場
と
し

て
記
憶
に
残
り
ま
す
。

勤
労
福
祉
会
館
か
ら
…

現
在
の
武
蔵
嵐
山
橋
上
駅
舎
内
に
!!

旧
菅
谷
幼
稚
園
へ
…
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介
護
保
険
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
交
流
事
業

第29号  平成９年４月

第38号  平成12年４月

第35号  平成11年４月第７号  平成元年12月

第５号  平成元年３月

第93号  平成30年11月第44号  平成14年４月第28号  平成８年12月

第41号  平成13年４月

近
隣
の
地
域
で
は
先
駆
的
な
取

り
組
み
で
あ
っ
た
頃
か
ら
活
動

を
行
っ
て
き
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
。
介
護
保
険
制
度
が

現
在
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
る
前

か
ら
用
具
の
貸
し
出
し
や
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
広
め
る
取
り

組
み
等
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
〝
お
元
気
で

す
か
〟
の
記
事
も
好
評
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
や
人
々
の

交
流
を
大
切
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
社
協
で
す
。

5
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―
社
協
ら
ん
ざ
ん
第
１
号
で
は
、
法

人
化
さ
れ
た
社
協
の
紹
介
と
と
も
に
、

社
協
会
員
の
募
集
の
呼
び
か
け
を
し

て
い
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
当
時
の
社
協
は
、
役
場
の
福

祉
課
の
一
部
に
あ
り
、
法
人
化
に
伴

い
、
職
員
数
名
か
ら
出
発
し
た
小
さ

な
組
織
で
し
た
。
私
は
家
庭
奉
仕
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
と
し
て
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
寝
た
き
り
の
方

の
お
宅
を
訪
問
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
第
１
号
は
当
時
の
事
務
局
長
を
中

心
に
、
社
協
は
地
域
に
暮
ら
す
み
な

さ
ま
が
主
役
で
あ
る
こ
と
、
み
な
さ

ま
の
社
協
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
、
会
員
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
当
時
か
ら
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
事
業
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
ね
。

―
社
協
の
広
報
紙
を
発
行
す
る
に
あ

た
り
、
心
掛
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　
広
報
紙
を
作
る
経
験
も
な
か
っ
た

の
で
、
町
の
広
報
紙
や
他
市
町
村
の

社
協
広
報
紙
を
見
て
、
面
白
い
取
り

組
み
や
記
事
な
ど
を
参
考
に
し
ま
し

た
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
に
「
社
協
は
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と

伝
え
る
た
め
、
文
字
で
伝
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
け
れ
ど
、
写
真
を
多

く
入
れ
て
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
目
で
見
る
社
協
の
事
業
」
と
し
て

伝
え
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

―
確
か
に
。
写
真
が
多
く
て
、
今
見

て
も
、
そ
の
当
時
の
様
子
が
と
て
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
「
お
元
気
で

す
か
」
と
い
う
記
事
も
面
白
い
で
す

ね
。

　
何
号
目
く
ら
い
か
ら
か
、
家
庭
奉

仕
員
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
広
報
発

行
に
携
わ
り
ま
し
た
。
地
域
に
高
齢

で
元
気
な
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

記
事
に
し
ま
し
た
。
載
っ
た
本
人
も

「
自
分
が
紹
介
さ
れ
た
」
と
喜
ん
で

下
さ
っ
て
、
読
ん
だ
地
域
の
方
と
も

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
頑
張
ろ
う
と

思
っ
た
な
ど
の
お
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
ね
。
私
自
身
も
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

―
「
社
協
ら
ん
ざ
ん
」
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
協
で
仕
事
を
す
る
中
で
感
じ

た
の
で
す
が
、
ど
ん
な
事
業
で
も

「
こ
れ
を
広
め
た
い
」
「
こ
ん
な
地

域
に
な
る
と
い
い
な
」
と
種
を
ま
い

て
、
そ
れ
を
み
な
さ
ま
に
知
っ
て
も

ら
っ
て
、
根
付
く
活
動
に
な
る
、
地

域
に
花
が
咲
く
ま
で
に
は
10
年
、
20

年
と
か
か
り
ま
す
。
時
代
や
社
会
情

勢
が
日
々
変
化
す
る
中
で
、
社
協
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
し
か
し
、
社
協
を
知
っ
て
も
ら

う
、
地
域
の
み
な
さ
ま
あ
っ
て
の
社

協
で
あ
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
、
情
報
を
発
信
し
て
い
っ
て

下
さ
い
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第

１
号
を
発
行
し
て
か
ら
33
年
。
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
時
代
も
変
化
し
ま
し

た
。
社
協
が
求
め
ら
れ
る
〝
地
域
福

祉
〟
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
あ
る

「
社
協
ら
ん
ざ
ん
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
協
ら
ん
ざ
ん
第
１
号
発
行

当
時
の
状
況
や
長
年
広
報
発
行

を
担
当
し
て
い
た
荒
井
さ
ん
へ

お
話
を
伺
い
し
ま
し
た
。

第27号  平成８年７月

第32号  平成10年４月

第96号  平成14年12月

　本誌 100 号記念の表紙を一
緒に盛り上げてくださったみ
なさま、ありがとうございま
した！
　これからも地域のみなさま
と共に、だれもが自分らしく、
幸せを感じながら生活できる
町づくりをモットーに、より
愛される社協を目指して励ん
でまいります。
　なお、アスナル印刷様には、
ご厚意で本誌をフルカラーに
仕上げていただきましたこと、
心より感謝致します。

SPECIAL THANKS
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（単位：円）

（単位：円）

　令和元年度、町民のみなさまをはじめ、関係機関・団体等のご協力をいただき、地域福祉推進のた
めの事業に取り組んでまいりました。

●自主財源、県社協受託・補助事業　愛情弁当サー
ビス事業、紙おむつ支給、暑中見舞い事業、在宅
高齢者慰問、100 歳の祝い、在宅高齢者活性化推
進事業、福祉団体振興、ボランティア活動事業（夏
休みボランティア体験プログラム、福祉教育の啓
発・実施、各種講座開催、ボランティア保険受付
業務）、社協だより発行、嵐山おたすけサービス事
業、生活福祉資金貸付事業、福祉サービス利用援
助事業
●共同募金配分金事業　紙おむつ支給、わくわく交
流会食会、子育てサロン支援、居場所づくり事業、

社協だより発行、コミュニティ事業（なごみサロン、
あったかサロン、朝の体操）、歳末支援・福祉事業
●町受託・補助事業　靖国神社昇殿参拝、金婚の祝い、
ふれあいうきうきサロン支援、結婚支援事業、嵐
丸ひろば運営、生活支援コーディネート業務
●介護保険関連事業　居宅介護支援事業所運営、訪
問介護事業所運営
●その他　自動販売機設置、エコキャップ回収、不
要入れ歯回収、車いす等貸出、団体事務（日赤嵐
山町分区、共同募金会嵐山町支会、老人クラブ連
合会、遺族会）

科　　　目 決　　算 説　　　明
会費収入 6,028,500 社協会費
寄附金収入 876,479 寄附金
経常経費補助金収入 15,839,000 町補助金／県社協補助金／共同募金配分金
受託金収入 11,716,000 町受託金／県社協受託金
貸付事業収入 205,000 貸付償還金
負担金収入 4,120 事業負担金
介護保険事業収入 38,391,698 居宅介護／訪問介護
障害福祉サービス等事業収入 11,637,086 訪問介護
その他の事業収入 1,906,269 自動販売機収益／コミュニティ事業収入
利用料収入 1,715,400 愛情弁当・おたすけサービス・福祉サービス利用援助利用料
受取利息配当金収入 3,635 預金利息
その他の収入 12,760 雑収入
積立資産取崩収入 15,000,000 福祉基金取崩
前期末支払資金残高 12,891,025 前年度繰越

収入合計 116,226,972 

科　　　目 決　　算 説　　　明
人件費支出 76,494,110 職員給与等
事業費支出 7,259,911 事業諸費用／社協事業／町補助・受託事業／おたすけサービス事業等
事務費支出 12,597,408 事務諸費用
貸付事業支出 193,000 貸付金
共同募金配分金事業費 3,278,870 共同募金配分金事業費用
負担金支出 139,000 各会費等
積立資産支出 400,400 退職給与引当金／福祉積立資産
その他の活動による支出 2,186,880 退職金積立

支出合計 102,549,579 

当期末支払資金残高 13,677,393 

令和元年度  事業報告

令和元年度  決 算
収　　入

支　　出



利用にあたって…

人と人との間隔を
確保して下さい

マスクの着用を
お願いします

社会福祉法人　嵐山町社会福祉協議会
Eメール  ranzanshakyou@isis.ocn.ne.jp
HP  http://ranzanshakyou.jp

〒355-0221　嵐山町大字菅谷487-1
TEL（62）0722／1788　
FAX（62）0727

社協ホームページ
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1，951，500円
会　員　　　    9件
協力会員　3,758件
寄付者　　　153件

※7月10日現在

令和２年度
縁
ジ
ェ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

結
婚
支
援
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
事
業
に

つ
い
て

日
本
赤
十
字
社

埼
玉
県
支
部
嵐
山
町
分
区

会
費
受
付
報
告

緊
急
小
口
資
金
・

総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付

金
婚
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

― 

金
婚
の
祝
い
の
ご
案
内 

―

　

社
協
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
た
ご

夫
婦
へ
「
金
婚
の
祝
い
」
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

●
対
　
象

　

結
婚
50
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

・
昭
和
45
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に

婚
姻
し
、
町
内
に
１
年
以
上
居
住
さ
れ

て
い
る
ご
夫
婦
。

・
対
象
の
期
間
以
前
（
昭
和
42
～
44
年
）

に
婚
姻
し
、
ま
だ
当
町
で
お
祝
い
を
受

け
て
い
な
い
ご
夫
婦
。

●
日
　
時

　

10
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
よ
り

●
申
込
み

　

８
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
日
時
・
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

嵐
山
町
で
は
今
年
度
、
６
月
を
中
心

に
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
を
実
施
し
、

た
く
さ
ん
の
会
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
災
害
救
護
、
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
、
国
際
救
援
や
講
習
事

業
の
普
及
な
ど
、
み
な
さ
ま
よ
り
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
会
費
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
休
業
や
失
業
で
、
生
活
資
金

に
お
困
り
の
方
々
に
向
け
た
特
例
貸
付

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容

の
問
合
せ
や
貸
付
の
相
談
・
受
付
は
嵐

山
町
社
協
ま
で
。

　

な
お
、
貸
付
に
当
た
っ
て
は
、
埼
玉

県
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
審
査
が
あ

り
ま
す
。

結
婚
相
談
日

●
日
　
時　

月
１
回
（
第
４
日
曜
日
）

　

９
時
30
分
～
12
時

　

８
月
23
日
／
９
月
27
日
／
10
月
25
日

●
場
　
所　

社
協 
相
談
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

※
会
員
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
に
、
社
協
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
を
使
用
し
た
事
業
等

を
休
止
し
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、

次
の
事
業
に
つ
い
て
利
用
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

●
朝
の
体
操

　

月
曜
・
水
曜
・
金
曜　

８
時
半
～

●
フ
リ
ー
利
用
（
貸
館
含
む
）

　

７
名
ま
で
利
用
可
能

　

次
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
再
開

を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

●
カ
ラ
オ
ケ
利
用

　

火
曜
・
金
曜　

13
時
～

●
な
ご
み
サ
ロ
ン

　

水
曜　

10
時
～
11
時
半

　

状
況
を
鑑
み
て
、
利
用
再
開
等
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社

埼
玉
県
支
部
嵐
山
町
分
区

会
費
受
付
報
告

縁
ジ
ェ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

結
婚
支
援
事
業

 

【
自
己
申
告
制
】

貸付上限額
月20万円以内
（単身世帯は月15万円以内）
原則３か月以内

据 置 期 間 １年以内
償 還 期 間 10年以内
貸 付 利 子 無利子
保 証 人 不要

貸付上限額 20万円以内

据 置 期 間 １年以内

償 還 期 間 ２年以内

貸 付 利 子 無利子

保 証 人 不要

〈総合支援資金〉 〈緊急小口資金〉

令和元年度「金婚の祝い」より

金
婚
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

― 

金
婚
の
祝
い
の
ご
案
内 

―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
事
業
に

つ
い
て

1，951，500円

緊
急
小
口
資
金
・

総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付


